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イネいもち病菌の菌型に関する研究

松 本 ！ヽオ 平

熟瞥農業研究センター

馴在場所： Central Agricultural Research YI反応が出やすく環lJ国の変化によって反応にふれの出

Institute, Peradeniya, Ceylon やすいもの，本米その品柿の打つと思われる抵抗叶を

財在期間： 1967年 3月 ~1970年 3月 ボさなかったもの等があることがわかり，岐終的にぱ

研究協力苔： Berthi S. Unoombe 8つの国際判別品種のほか M302, IR8(68), H-1, 

Ceylon 国へ出張を命ぜられる以前から， 農技研納 Ptb 16, Podiwee a-8, Pachchai Perumal, 愛知旭なと

理科において世界主要米作地帯，ことに東南アジアに a'[ 15品種の反応によって整珂し， 28の反応型に類別し

発牛している，イネいもち病薗の伯刑の比較研究を行 fこ0 (第 1表）。これらの反応塑を従来の成頼と比較し

なっていた関係から， Ceylon においてもこの研究を てみると， India,Pakistanに優勢に分布することが知

継続することになったつ られている，国際菌型 IC-17,IE-1が多く，また東面

Hf「当時，同国では主食である米の自給本を向I心： アジアに広く分布する ID-1:-1もかなりの紐及で得られ

せるため官民をあげて励んており，水稲への施肥量も た。上述のH-1と IR8を侵す菌も得られており，こ

徐々に増加して米つつあった。し、もち恥の発牛は，耐 とに H」を侵す菌は 3年の滞在期間のうちでも、後期

崩性品種の利用に加えて，増加してし、るとはいえ胞肥 に頻度が高くなり H +の将及に伴ってこの種のj'/;jが

批が少し、こともあって局地的な間題にとどまってし、 増加してし、ることをふした。以上の結果から， 10品種

た，0 しかし，‘片時普及率 5青Jjな超すとし、われた同国で 位を目標に，品種の判別能力， Ceylon でのその品種

の育成品種H」のいもち病耐病性の低ドが注IIをあっ の軍要性を考慮して Cevlonで利用し得る判別品秤群

めてし、た。同品種は育成中および酋及の冴初には強度 として， M'.-l02,Raminad str. 3, Ptb 16, IR 8(68), 

のいもち病耐病性をもつと考えられてし、たが，杵及の Usen, H +, Podiwee a-8, Dular, Pachchai Perumal 

増加に伴って同品種にいもち｝内の発生かひんばんに報 を選び，供試した菌株の類別を試みたところ， 0type 

告され，その原囚として同品種を侵す新泊剋の出視が を合み17群となった＾

とりざにされていた。また，いわゆる多収性品種のう

ち， TaichungNative 1は多肥栽培卜ですでに自菜柏

病，いもち病が多発生していたが， IRSは遮入がはじ

まったところて普及につれて泊刑が間題になることが

予想された。したがって，‘竹初の叶酉としては同匡で

利用され得るいもち病菌々型の判別枯州と品稲を確it

し， H.J.および IRSを侵す菌型の解明笠を考えて研

究を進めた。

いもち病菌の菌型類別試験

試験法は国際判別法に従しヽ，品種として国際判別品

種8種と CeY!onの主要品種中で耐訥性の強と弱のも

の7品種， ほかに IR8 など参考品種を加え ~120品師

を試供したっ 1尉の採集は全国の許及所に標本cl)送付を

依頼したが，ほとんど送付されず， 自力で採集するこ

とが多かったため採集地点がややかたよってしまった

,})は遺憾であったc

総計222菌株を供試して卜＾記20品種の反応により S6

,｝）反応刑に分類しに。しかしこれらの品種の中には｀

品種の類別試験

以上の訊験とは別に，判別品f贔としてより艮し、晶釉

を選び，新しい抵抗叶遺伝了を探索するとし、う目的

で，中央農業研究所および 2, 3の試験地で蒐集＊似

存されていた Ceylonの在米品種および交配品種（こ

れらの大部分は農技研追伝利第 7研究宝，または種 I鼻

貯蔵管岬室に送付し，保存を依頓した）約 500品種と

悔外からの導入品種（国際稲研究所の文配系統でいも

ち栢，白菜村品の抵抗性検定を Ceylonに依頼して来

たも J_)を含む）約 520品種，その他各国判別品種20グ）

討 1,()7()品柿に対して， ト；；止の試験で得られた，訥原

性の異るいもち恥肉を幼苗哨霧接柿試験を行な）たた・

この結果 FK-16:0iまか30余の品種が（共試10の菌株J)す

べてに抵抗性をぶしたが，供試伯株数が限られてしヽる

ため，畑苗代による追試験をする必要のあることを進

言した。以上の接種試験の結果が各品種の原産地，粒

型．柿皮の色などに関迎があるかどりかにつし、て現在

とりまとめ中であるため割愛したっ
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第 1表：

Race 
group 1 

-- -

International differerential variety 

l. Raminad str. 3 + 
2. Zenith 

:l. NP-125 ,, 

4. Usen 

5. Dular 

6. Kanto 51 

7. Sha-tiao-tsao S 

8. Caloro 

Supplemental variety 

9. M 302 

10. IR 8 (68) 

11. H 4 

12. Ptb 16 

13. Podiwee a-8 

14. Aichi asahi 

15. P. Perumal 

International 
race : 

Number of 
isolates : 
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はじめは， Ceylon においても今後内朋検定を継続

出来るようにと配慮して判別品種の選定等を行なった

りであるが，柏物病坪学にたずさわる人の数心限られ

ており，白菓柏病，各種ウイルス胎等々次々に間題が

出現して，幼苗噴霧接種によるいもち病の菌型検定に

ぱ丁がまわりかねる状態と思われたc また温度等環境

条件に対する配慮を保つのもかなり障古が予想され

た＾このため代案として指椋となる品種群を上記の試

験から選ひ，耐病件検定圃場に共に枚培しことの品

種が罹納する条件下で検定が行なわれたかを確認する

ように進言した。なお，一切の成績は写しを中央農業

研究所に残してきたので，今後の Ceylonのいもち病

の研究に利用して呉れることも切甲してやまなし、0
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ロンにおけるイネ白葉枯病に関する研究
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井英人こ

九小M農業試験場

駐在場所： Central Agricultural Research 

Institute, Peradeniya, Ceylon 

駐在期間： 1968年2月12~7月11日

1968年10月 71:1 ~ 1969年 3月6日

研究協力者： Swarna Hemachandra (Miss) 

ことはすでに明らかであり，従ってファージの/tij定は

崎然それらを含めて広く比較しなければならないので

視段階においてはセイロンのファージを CP1. CP,, 

CP3, CP4および CP5と仮称し， これにより類別され

る病原細菌のファージ型を I型. II型， III朋， N刑お

よび V朋とした—

セイロンにおけるイネ白葉枯病菌ファージな

らびに病原細菌のファージ型

セイロン各地より採集したイネ白葉枯病罹病策から

病原細長iとファージを分離し，これが日本の病原細菌

とフ rージに対してどのような関係にあるかを比較し

た。その結果，日本とは全く異なった 5種類の新ファ

～ージを分船し， これらファージに対する感受性からセ

イロンの病原細1府を 6群に類別した＾東南アジア各地

には日本と異なったイネ白葉柏柄ファージが存在する

病原細菌の病原力検定

七イロン各地より採集した納原細菌21菌株())病原）j

を1孔納性品種として TN-1および H.J., 抵抗性品種

として早牛愛Its!,PI 209938および PI162:-ll 9 ,;) 5品

種を検定品種として針接種により検定した（ポット枝

培の成稲）。その結果，歯株によって病原））に茂がみ

られるが大部分は仇試 5品種に大刑病斑を形成する納

原力の強し、ものであった，


	名称未設定

